
 第１学年 算数科学習指導案 
 

                           日 時 平成２４年１１月２日（金）４校時 
児 童 男１６名 女１０名 計２６名 
指導者 氏 家 眞起子  

 
１ 単元名 「ひきざん」 
             （東京書籍「あたらしいさんすう」Ｐ１０７～Ｐ１１３） 
２ 単元について 
（１）教材について 

本単元は、学習指導要領第１学年の内容Ａ 数と計算（２）「加法及び減法の意味について理解

し、それらを用いることができるようにする」を受けて設定されたものであり、「１１～１８から

１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え理解し、確実にできるようにするとともに、

それを用いることができるようにする」をねらいとしている。 
児童は、数の意味と表わし方について、第３単元において、例えば「９と１で１０」「１０は８

と２」などのように、1 つの数を合成や分解により構成的にみることを学習してきている。また、

第６単元において、例えば「１３は１０と３」などのように、「十いくつ」を「１０といくつ」と

とらえる学習をしてきている。このような見方は、繰り下がりのある減法の計算の仕方を考える際

の素地としても重要な内容である。 
減法計算は、これまでに第５単元で 1 位数－1 位数、第６単元では１３－３，１５－３等の計算

で、繰り下がりのない場合を扱ってきている。また、１２単元では、１位数に１位数をたして繰り

上がりのある加法を指導してきたが、本単元ではその逆の減法、すなわち１１から１８までの２位

数から１位数をひいて繰り下がりのある減法について指導する。繰り下がりのある計算は初出であ

り、次学年以降の減法の筆算の基礎となるもので、第１学年の大変重要な内容である。 
本単元では、始めに減加法の考え方を中心に指導する。減加法は、児童が比較的無理なく理解で

きる考え方であり、被減数を「１０といくつ」とみて、１０のまとまりから減数をまとめてひく方

法は、計算の仕方として最も普遍性があると考えられる。そのため、まず減加法の手順をていねい

に扱い、十分に理解させ、習熟させた上でもう１つの方法として減々法があることを理解させ、そ

の後の計算練習ではどちらの方法で計算するのがよいかを児童自身に考えさせることが大切であ

ると考える。 
 

（２）児童の実態 
学級の児童は、算数の学習を楽しいと感じている子が多く、自分の考えを説明することが好きと

答えている子も増えてきている。算数の学習についての意識調査の結果は、「既習の内容の活用に

関する意識」について肯定的回答をした児童は８５％だった。「学び合いに関する意識」について

肯定的回答をした児童は８６％だった。また、「自分の考えを説明すること」について、肯定的回

答をした児童は８８％だった。しかし、これまでの学習の様子を見ると、式とブロック操作をうま

く結びつけることができなかったり、ブロックがないと答えを出すことが出来なかったりする子も

数名おり、算数を難しいと感じている子もいる。 
レディネステストの結果については以下の通りであった。 

    繰り下がりのない減法計算、１０といくつの減法計算、３口の加減混合や減法計算ができるか。 
        ８－５        正答率１００％        １０－３    正答率 ９６％ 
          １４－４          正答率  ９６％       １７－２     正答率  ７７％ 
        １０－７＋２     正答率 ８１％       １３－３－１   正答率 ６９％ 
    数（１０、１０いくつ）の合成や分解ができるか。 
        １７は□と７     正答率 ８８％ １５は１０と□    正答率 ８１％ 
        １０から９をひくと□ 正答率 ９２％ １０から４をひくと□ 正答率 ８５％ 
     ３口の加減混合の文章問題ができるか。１０－５＋３＝８ 答え８だい  正答率 ７７％ 

（未習内容）繰り下がりのある減法計算の文章問題ができるか。 
１２－９    答え３にん    正答率 ６２％ 

   この結果から、１０までの数のひき算の定着はよいが、１０より数が大きくなると正答率が低く 
なっていることが分かった。１０いくつの合成や分解の学習を定着させてから、本単元の学習を進 
めていくようにする。 



 
（３）指導にあたって 

本単元の指導にあたっては、第１小単元での減加法による繰り下がりのある減法計算の仕方につ

いての学習で、どんぐり１３個のうち９個使ったときの残りの数を求める場合を素材として、減加

法の考え方を導くようにする。１３－９と立式した後、算数ブロックを用いて答えを求めるのに、

いつも一つひとつ数えてひいているのでは大変なことから、９をまとめてひくことを考えさせる。

その際、１３の３から９はひけないことから、１３を１０と３に分けて、１０のまとまりから９を

ひくとよいことに気付かせたい。算数ブロックの操作を通して、「１３を１０と３に分け、１０か

ら９をひくと１、１と３で４」といった一連の考え方としておさえたい。 
第２小単元では、減数が小さく、かつ減数と被減数の一の位の数の差が１の場合を取り上げる。 

まず、１２－３の計算の仕方を自由に考えさせることにし、児童に計算の仕方を工夫させる。繰り

下がりのある減法計算の方法として、既習の減加法のほかに、数の大きさに目をつけた児童からは、

１２－２＝１０、１０－１＝９のような減々法も出ることが予想される。その場合には、減数の除

去の仕方に着目させた後で、どちらの考え方でも答えは同じになることを確認させる。その上で、

いずれの方法も、まずは被減数を１０といくつに分けて、どこから減数を除去しようか考えている

ことをおさえたい。 
第３小単元では、繰り下がりのある減法計算の仕方を一通り終えたところで、いろいろな方法で

計算習熟を図っていく。計算カードを使った計算練習を通して、ある程度反射的に答えが求められ

るように繰り返し練習をさせたい。また、被減数、減数、答えの変わり方に着目して気付いたこと

を発表させ、関数の考え方の素地を養うようにもしていきたい。そのために、１３－４＝９、１３

－５＝８、１３－６＝７…などと、式と答えを言いながらカードを並べて、変わるものと変わらな

いものに気付かせていくようにしたい。また、計算への興味や関心を高めたり、計算の習熟を図っ

たりするための「おおきさくらべ」「かあどとり」「けいさんしりとり」などのゲーム活動も取り入

れたい。 
本単元での算数的言語活動①では、被減数を１０といくつに分けてからひけばよいという見通し

をもつことができるよう、絵やブロックを並べたものを手がかりとして、「既習の内容を活用し、

解決への見通しをもつことができる力」を身に付けられるようにしたい。また、算数的言語活動②

では、ブロック操作やさくらんぼ図と言葉を結びつけて話すことで、「根拠を明らかにしながら、

解決の過程を説明できる力」を身に付けられるようにしたい。 
 
（４）教材の関連と発展 

                                             
 
第１学年                         第２学年    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③いくつといくつ 
・１０までの数の構成 
 

⑤のこりはいくつちがいはいくつ 
 

・減法の意味（求残、求補、求差） 
・被減数が１０以内の減法 
・０の減法 

⑥１０よりおおきいかず 
 
・１５－５、１５－３など 

⑩３つのかずのけいさん 
 
・３口の減法、加法との混合 

⑭ひきざん 
・繰り下がりのある減法 

⑯２０より大きい数 
 
・６０－２０、３５－５、 
２８－３など 

⑱ずをつかってかんがえよう 
 
・順序数の減法 
・異種量の減法 
・求小 

④ひき算のひっ算 
・２位数－１、２位数 
・減法の筆算形式 

⑥３けたの数 
・数構成に着目した減法計算 

⑨たし算とひき算のひっ算 
・３位数－１，２位数 
 
 

⑯たし算とひき算 
・加法逆の減法 



 
３ 単元の目標   
 ○ １１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算の仕方を考え理解し、確実にできるよう

にするとともに、それを用いることができるようにする。 
  
４ 単元の評価規準 

 
５ 指導と評価の計画（全１２時間） 
時 目  標 算数的言語活動①② 評価規準・評価方法（◎全員○補完） 
１ １３－９のけいさん                               ５時間 
１ 
 
 

○１１～１８から１位数を

ひく繰り下がりのある減

法計算で、被減数を分解し

て計算する方法（減加法）

を理解す 
る。 

 
 

・１３－９の計算の仕方を考える。 
①既「１０－９の計算、１３は１０と

３に分けられること」 
②１３を１０と３に分ける。１０から

９をひいて１。１と３をたして４に

なることをブロック操作しながら

言う。 

関○既習の加減計算や数の構成を基に１３

－９などの計算の仕方を考えようとし

ている。（学習シートの記述の分析） 
考◎１３－９などの計算の仕方を考え、操

作や言葉などを用いて説明している。

（学習活動の観察・学習シートの記述

の分析） 
２ ・減加法による計算方法をまとめる。 

・ブロックなどを用いて１２－９の計

算の仕方を考える。 
①既「１３－９の計算方法」 
②１３－９の計算をブロック操作と

言葉を結び付けて説明し合う。 
３ ○前時までの学習をふまえ、

１１～１８から１位数を

ひく繰り下がりのある減

法計算で、被減数を分解し

て計算する方法（減加法）

の理解を確実にする。 

・減数が８の場合の計算の仕方を考え

る。 
①既「１３－９の計算方法」 
②１４－８の計算をブロック操作と

言葉を結びつけて説明し合う。 

技○減加法による計算が確実にできる。（練

習問題の解決状況の分析） 
知◎減数が８～５の場合でも、１０のまと

まりから１位数をひけばよいことを理

解している。（学習活動の観察・学習シ

ートの記述の分析） ４ ・減数が９、８の場合の計算練習に取

り組む。 
５ ・減数が７の場合の計算の仕方を考え

る。 
①既「１４－８の計算方法」 
②１２－７の計算をブロック操作を

基に、言葉を用いて計算の仕方を説

明し合う。 
２ １２－３のけいさん                               ２時間 
１ 
 
本 
 
時 
 

○１１～１８から１位数を

ひく繰り下がりのある減

法計算で、減数を分解して

計算する方法（減々法）に

ついて考え、計算の仕方に

ついての理解を深める。 

・１２－３の計算の仕方を考える。 
①既「１３－９の計算方法」 
②１２－３の計算は、３を２と１に分

けてひく方法もあることに気付か

せ、ブロック操作と言葉を結び付け

て説明し合う。 

考◎被減数や減数の大きさに関係なく、被

減数を１０のまとまりといくつに分け

て計算の仕方を考え、言葉やブロック

操作などによって説明している。（問題

解決の状況の観察や学習シートの記述

の分析） 
知◎１１～１８から１位数をひく繰り下が

りのある減法計算は、被減数を１０の

まとまりといくつに分けて考えればよ

いことを理解している。（学習活動の観

察・学習シートの記述の分析） 

２ 
 
 

・計算練習に取り組む。 
・文章題を解決する。 

算数への 
関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての

技能 
数量や図形についての

知識・理解 
・既習の減法計算や数の

構成を基に、１１～１

８から１位数をひく

繰り下がりのある減

法計算の仕方を考え

ようとしている。 
 

・１１～１８から１位数

をひく繰り下がりの

ある減法計算の仕方

をブロック操作と言

葉を結び付けて考え

ている。 

・１１～１８から１位数

をひく繰り下がりの

ある減法計算が確実

にできる。 
 

・１０のまとまりに着目

することで、１１～１

８から１位数をひく

繰り下がりのある減

法計算ができること

を理解している。 



３ かあどれんしゅう                                ５時間 

１
～
５ 

○減法の計算能力を伸ばす。 ・計算カードを用いたいろいろな活動

を通して、１１～１８から１位数を

ひく繰り下がりのある減法計算の

練習をする。 

技◎１１～１８から１位数をひく繰り下が

りのある減法計算が確実にできる。

（練習問題の解決状況の分析） 
 

 
６ 本時の指導 
 
（１）目 標 
   １１～１８から１位数をひく繰り下がりある減法計算で、減数を分解して計算する方法（減々法） 
  について考え、計算の仕方についての理解を深める。 
 
（２）指導にあたって 
  【既習の内容を活かした解決方法を考えるための指導の工夫（仮説１）】算数的言語活動① 

本時の学習で活用する既習の内容は、前時までの１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある 
減法計算で、被減数を１０のまとまりといくつに分けて計算の仕方を考えればよいことである。前   

時までの、１０のまとまりからひいて残りをたす減加法を確認し、本時の３をひく場合、前時と違

ってひく数が少ないことを意識させ＜手だて２＞、実際にお菓子を取る時の、はじめに２を取って

あとで１を取る方法を絵やブロックを使って考え、解決の見通しをもたせたい＜手立て３＞。 
 

【解決した結果を話し合い、考えを深めるための指導の工夫（仮説２）】算数的言語活動② 
本時の減数を分けてひく方法（減々法）も、ブロック操作に合わせて、どのようにして３を取っ 

たのかを説明できるようにする。式、ブロック操作、言葉が一致するように、全体で、一人で、ペ

アで練習させ＜手立て１＞、それぞれのよさを知って数値に応じた方法を選択できるようにさせた

い＜手立て３＞。 
 

（３）評価規準 
 

観 点 十分満足できる 努力を要する子どもへの手立て 

【数学的な考え方】  被減数や減数の大きさに関係なく、

被減数を１０のまとまりといくつに分

けて計算の仕方を考え、言葉やブロッ 
ク操作などによって説明している。 

１０のまとまりや計算の手順がわか

るカードを使ってブロック操作をさせ

て、減々法による計算の仕方を考えさ

せる。 
 
（４）展 開 

段

階 学習活動 ・指導上の留意点 ＊支援 評価（◎全員○補完） 

つ

か

む 
７

分 

１ 問題文を読み、題意をとらえる 
 
 
 
 
 
式 １２－３ 
 
２ 学習課題を設定する 

 
・問題文を読んで、求めること、分かっていることを

確認し、線を引かせる。 
 
 
 
・のこりを求めるので、ひき算であることを確かめて

立式する。 
 
 
 

 おかしが１２こあります。 
３こたべると、のこりはなんこですか。 

 １２－３のけいさんのしかたをかん

がえよう。 



見

通

す 
10 
分 

３ 解決の見通しをもつ 
≪算数的言語活動①≫仮説１ 
 
（１）結果の見通し 
  ・前時までの方法（減加法）で答えを

出す。 
    
 
 
（２）解決への見通し 
  ・絵を見ながら、実際におかしを取る

ときの方法を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ・一人学びの方法の確認 
   ①ブロック操作 

②さくらんぼ計算 
 

 
 
 
 
・前時までのひき算は、減数が１０に近かったが、本

時は減数が小さいことに気づかせる。＜手立て２＞ 
・絵やブロックを見ながら、どこから３を取るか考え

させる。＜手立て３＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童の解決方法を確認する。 
 

確

か

め

る 
18 
分 

４ 一人学びをする 
 見通しをもとに、ブロック操作などの方 
法を選択し、ばらから取る計算の仕方を考 
える。 
 
 ①ブロック操作 

 
□□□□□□□□□□   □□ 
 

②さくらんぼ計算 
   １２－３ 

 
      ２  １ 
 
５ 互いに学び合う 
≪算数的言語活動②≫仮説２ 
 一人学びの結果を発表し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）一人学びの結果を見直す。 
 
（２）減々法の練習をする。 

・全体・一人・ペアで 

 
 
 
 
 
・自分が選択した方法で考えさせ、学習シートにやり

方を記入させる。 
＊一人学びが進められない児童には、１０のまとまり

とばらが分かるカードを渡す。 
 
 
 
 
 
 
 
【説明で使わせたい算数用語】 
 １２を１０と２に分ける。 
 ３を２と１に分ける  
 
 
 
 
 
 
 
 
・減数が小さい場合は、減々法が早い場合があること

をおさえる。＜手立て３＞ 
・減加法、減々法どちらでもよいことを確認するが、

減々法も使えるようにする。＜手立て１＞ 

期待する子どもの表現 
・既習の内容…１０のまとまりから３とる。（減加法） 
・活用のポイント…ばらから取るので、ひく数の３を２と１に分ける。はじめに

ばらから２取る。 
 

期待する子どもの表現 
 ①２から３はひけない。           １２－３ 
 ②３を２と１にわける。           
 ③１２の２から２をひいて１０。         ２  １ 
 ④１０から１をひいて９。 



 
 
（５）板書計画 

 
                       
 
 
 
                 いままでのほうほう 
「のこりは」だからひきざん。   □□□□□□□□□□   □□ 
                  １２－３ 
                              
                 １０ ２ 

  
 ひくかずがすくないので… 
はじめに２をとる。あと、１０のまとまりから１とる。 

                 □□□□□□□□□□   □□ 
                  １２－３ 
 （ブロック）                           
  □□□□□□□□□□ □□    ２  １ 
                            
 

 

 
 
 
 
 
６ 類似問題で解決の方法を確かめる 
   １１－２  

 
考◎被減数を１０のまとまりといくつに分けて計算 

の仕方を考え、言葉やブロック操作などによって 
説明している。 

（シートの記入の分析・学習活動の観察） 
・減々法で解かせる。 
・ブロック操作をしながら計算の仕方を言わせる。 

ま

と

め

る

５

分 

７ まとめをする  
・ブロック操作をしながら減々法を確認する。 
 
 
 
 
・やりやすい方法で計算してよいことを確認する。 

広

げ

る 
５ 
分 

８ 学習を振り返る  
・今日の学習でわかったことを発表させる。 

 おかしが１２こあります。 
３こたべると、のこりはなんこ 
ですか。 

 １２－３のようなひきざん

のけいさんのしかたをかんが

えよう。 

①２から３はひけない。 
②３を２と１にわける。  
③１２の２から２をひいて１０。 
④１０から１をひいて９。 

 やりやすいしかたでけい

さんするとよい。 

（ケーキの絵） 

①２から３はひけない。 
②３を２と１にわける。 
③１２の２から２をひいて

１０。 
④１０から１をひいて９。 


